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1 2 3 4 5 6

1 木造千ᡭ観㡢ᆘീ ◎ 9 ●

平Ᏻ時代ᘯோ期（810～824年）のᜨ㎩ൔ㒔のసとされ、ி㒔の高㞝山神護寺に♭られていたが、応ோのなどᗄ多の
兵ⅆをのがれて普門寺に㑄ᆘしたとఏわる。十一面千ᡭ観㡢のᆘീとしては県下၏一のもので、昭和15(1940)年に旧
国ᐆ、昭和25(1950)年の文化財保護法ไ定により国の㔜せ有形文化財に指定された。

2
木造不動明⋤立ീ
(光⫼をྵむ)

◎ 10 ●

ീ高106䟛で、一木ㄪ成、⫼โりを施す。୧ᡭは⫪部で△ぐ。頂ⶈは前༙をḞき、ྑᡭ㤳よりඛはኻわれ、୧足ඛは虫
食いのため䜂どくᦆじている。 光⫼のಟ⌮ቚ᭩㖭によれば、木ീはឿぬ大ᖌ（ோ）のసとఏえ、もと赤穂郡周世郷の
高㞝山神護寺清⠢院護ᦶ堂のᮏᑛであったが、現在はዴ᮶寺で保⟶されている。平Ᏻ時代後期の木ീとして市指定
有形文化財となっている。

3 木造ẝἋ門ኳ立ീ ◎ 10 ●
木造不動明⋤立ീと同様の経⦋をᣢち、平Ᏻ時代ᮎ期の〇సとされる。市指定。

4 三の㏄え地ⶶ ● 9 ● ●
尾ᓮඹ同地内にあるീ高105䟛の᙮りᆘീで、ඖ文2（1737）年の造立。かつては木ノ下のඖ三にあったが、三
の移転により現在地に移された。

5 ㏄え地ⶶ ● 9 ● ●
尾ᓮඹ同地内にあるീ高62䟛の᙮りᆘീで、ᏳỌ10（1781）年の造立。

6 子Ᏺ地ⶶ ● 9 ● ●
旧赤穂大橋東ワめの⚆内にあるീ高65䟛の᙮ᆘീ。川遊びで毎年のように子どもがṚんでいたので、昭和23(1948)
年に建立された。

7 භ地ⶶ（田尾） ● 9 ● ●
清水のඖ三跡にあるീ高55䟛前後のභ地ⶶ。自然石をྵみ、Ḟᦆが多いが、一般的なභ地ⶶの形態ではない。

8 地ⶶ（田尾） ● 9 ● ●
清水のඖ三跡内に2体の地ⶶ⸃ീがあり、ീ高98䟛の᙮りᆘീと、ീ高28䟛の頭部がḞᦆしたᆘീがある。後
者はᐶ保2（1742）年の造立。

9 石指の㤳無し地ⶶ ● 9 ● ●
石指にあるീ高59䟛の᙮り立ീ。隣接して一石㍯ሪもある。

10 㤳無し地ⶶ ● 9 ● ●
石指にあるീ高37䟛の᙮りᆘീ。頭部がコンクリートで⿵ಟされている。

11 小坂の地ⶶ ● 9 ● ●
小坂の地ⶶ堂内にᏳ置されたീ高62䟛の᙮りᆘീ。明治26（1893）年に造立された。

12 三ᮏ松と᭳ሪ ● 9 10 ● ●
医ᖌ尾ᓮ玄度が、そのඛ祖である尾ᓮఀ㈡Ᏺᨻ㢧らのを整備し、ᐶᨻ7（1795）年に建てたものである。ྑ・ᕥ・裏の3
面にはその由᮶がグされている。上部は᙮りᆘീ。

13 ಙ௮之道石☃ ● 9 ● ●
赤穂八幡ᐑの⬥からዴ᮶寺や普門寺へとつながる道ἢいにある高さ192䟛の石☃で、昭和50(1975)年に建立された。

14 尾ᓮ村道路ඖᶆ ● 9 27 ●
昭和12（1937）年5᭶に赤穂大橋が完成するまで、旧赤穂大橋東ワに建つ石ᶆは旧尾ᓮ村への玄関口を示し、高さ
65㼏㼙、25㼏㼙ゅの花ᓵᒾで、正面に「尾ᓮ村道路ඖᶆ」⫼面に「兵庫⦩」と้んでいる。

15 田淵ྃ☃ ● 9 ●
江戸期における赤穂ತㅊのドとして、またᗢ民文学のさきがけとしてᐶᨻ3（1791）年に建立された文学☃。

16 児ᓥ長年☃ ● 9 ● 赤穂における၏一の勤ⓚᚿኈの☃で明治21(1888）年に建立された。

17 ಇᜨᖌ之☃ ● 9 ●
明治29(1896)年、近江国百姓ஂḟ㑻(のち慶心)の八世のᏞ、松ᒃஂྑ⾨門がᣠᚓ㔠の⨾ᚨを▱り、後世にఏえんと建
立した。

18 ⰸⷀ早ⱑሯ ● 9 ●
ತ⪷松尾ⰸⷀをംびつつ門下生の広瀬ᝳ然、上ᐮ⎩の㑇ᚨをㆭえたもので、ኳ明8(1788)年に尾ᓮ在ఫのᰗ田ᐮ
᱈がこれを建てた。

19
ሷ❤神社社Ẋ
改築グᛕ☃

● 9 30 ●
大正6(1917)年、ሷ❤神社の改築グᛕ☃として建立。

20 ᛅ㨦☃ ● 9 ●
当ึは᪥㟢戦தによる戦Ṛ者8名を合♭するため、寺山に大正10(1921)年4᭶に建立していたのが、昭和10(1935）年、
現在地に移転した。なお、現在は➨ḟ世⏺大戦の戦Ṛ者も合♭している。

21 㫣☃ ● 9 ● ᤕ⋓したᗄ൨の㨶᪘をᘫう石☃で、昭和3(1928)年の建立。

22 ᝰᱜ☃ ● 9 ● 昭和26(1951)年、ḟ⏨の戦Ṛをみ父・᱈三が鎮㨦☃を建立したもの。

23
大石内ⶶ助
䜖かりのハ䝊

● 9 10 ● ●

ᘏᐆඖ(1673)年、大石内ⶶ助Ⰻ㞝のඖ᭹を⚃ってⱁᕞ(広ᓥ県)からハ䝊を取り寄せたとఏわり、かつては尾ᓮ川(現在
の千種川)のሐ防にあったという。大正11(1922)年、ሐ防の改ಟにకって赤穂八幡ᐑ境内に移築され、昭和31（1956）年
に由⥴☃が建てられた。

24 おせどの∵石・馬石 ● 9 10 ● ●

おせどは、ඖ⚘14（1701）年のลയ事௳の後、大石内ⶶ助が城明け渡しの残務整⌮のため6᭶25᪥まで௬ఫまいしたと
ころとఏえられる。池のほとりにつの石があり、池に向かってྑഃは∵がうつఅしたような形の∵石、ᕥഃは馬が立っ
たような馬石とされ、かつて赤穂城内にあったとされている。

25
尾ᓮ・大ሯ古ቡ
(付)ฟ土㑇物12点及び
『Ꮠ大ሯ古ቡㄪᰝ᭩類⥛』

◎ 34 ● ●

瀬戸内海に面した向山の南にのびる尾根上に⊂立して立地する。6世⣖後༙から7世⣖に築かれた直ᚄ約20㼙のቡ
で、୧⿇ᘧの横✰ᘧ石ᐊをもつ。㡲ᜨჾのほか⪥⎔がฟ土しており、明治41（1908）年に地ඖ有ᚿによって発᥀され、
そのㄪᰝ結ᯝは「Ꮠ大ሯ古ቡㄪᰝ ᭩類⥛」としてグ㘓されている。市指定。

26 猪ኑ谷㑇跡 ● 34 ●
尾ᓮᏐ猪ኑ谷にあり、⦖文時代の土ჾや石㙨、ᘺ生時代の䝃䝚カイト〇のᡴ〇小ᆺᢔ入り石ໟなどがฟ土採集され
ている。

27 大ሯ㑇跡 ● 34 ●
3点の⦖文時代の石㙨が採集されたほか、発᥀ㄪᰝによって古ቡ時代、中世の土ჾ類がฟ土しているが、㑇ᵓは見つ
かっていない。

28 赤穂大橋下㑇跡 ● 34 ●
昭和35（1960）年に赤穂大橋の橋⬮⿵強ᕤ事にకって約3,500年前の⦖文土ჾ、約2,000年前のᘺ生土ჾ、㡲ᜨჾ、石
㗽などが見つかった。

29 赤穂八幡ᐑ（尾ᓮ） ● 9 10 30 32 33 ● ● ● ●

祭神は応神ኳⓚ、神ຌⓚྡྷ、௰ယኳⓚであり、応Ọ13(1406)年鳥᧙村(現在の㮁和)㖹戸ᓥから移されたとఏわる（『播
ᕞ赤穂郡ᚿ』では慶長10(1605)年に移すとある）。江戸時代にはኳ台᐀の神仏⩦合寺で神ᐑ寺と称したが、明治ᨻᗓ
の神仏分㞳௧で八幡神社と改称し、戦後は現在の八幡ᐑとなった。氏子域は千種川河口部一帯であり、御旅所にᐆᓮ
神社がある。同ᐑには大石内ⶶ助䜖かりのᕸ⿄㢠、ハ䝊の木・石ⅉ⡲などをはじめ、赤穂⩏ኈ関ಀの᭩≧などがᩘ多く
残されている。

30 ዴ᮶寺 ● 9 10 ● ●

赤穂八幡ᐑの神ᐑ寺であったが、神仏分㞳して仏道を観㡢寺に移し、寺号を㔠光山ዴ᮶寺に改め、ኳ台᐀にᒓした。
ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。寺内に⸆ᖌ堂のほか、ಇᜨᖌ之☃・岡田ᘺ兵⾨☃・早ⱑሯなどの石☃、昭和12（1937）年造立
の地ⶶ⸃ീなどの石仏が建つ。寺ᐆとして、神ᐑ寺時代にྍ➗(大石Ⰻ㞝)画をはじめ、赤穂⩏ኈ䜖かりの᭩⡆など
が残る。

31 ሷ❤神社（尾ᓮ） ● 9 10 30 ● ● ●
かつて東ሷ田に♭られていたが、大正6（1917）年頃に現在地に移され、その後㔠ẝ⨶神社とኳ神社が合♭。通称
「㔠ẝ⨶さんの社」。

32 ᐆᓮ神社 ● 9 10 ● ●
赤穂八幡ᐑ大祭の御旅所。境内にはノットᒾと呼ばれる自然ᒾ┙が㟢頭しており、神ຌⓚྡྷがここで⚃モをၐえ台風が
おさまったことから「ノットᒾ」と呼ばれるとఏわる。

33 普門寺 ● 9 ● ●

寺⦕㉳によると古᮶は㞝㮚台山にあり、ឿぬ大ᖌの創建といわれている。慶長2(1597)年、明⋤山普門寺は赤穂東組
(橋ᮏ町)、大高山長Ᏻ寺は赤穂西組(新町)に建された。昭和32(1957)年、ຍ里屋の区画整⌮事業により現在地に移
築され、୧寺が相合して明⋤山普門寺と改称された。ᮏᑛに国指定有形文化財の木造千ᡭ観㡢ᆘീがあるほか、භ
地ⶶをはじめとした地ⶶ⸃ീが境内にᏳ置されている。地ⶶ⸃ീには文化2（1805）年造立の᙮り立ീ、明治16
（1883）年造立の᙮り༙㊜ീなどがある。

34 ᐆᑓ寺 ● 9 10 ● ●

かつて┿ゝᐦᩍの㟋場として7カ寺が上の山(寺山)にあったが、戦国時代には⾶㏥して龍⋤山ᑓ⚟寺と龍馬山観㡢寺
の2ケ寺だけが残っていた。ኳ文5(1536)年、ᑓ⚟寺ఫ⫋正善がί土┿᐀に改᐀し、寺号をᐆᑓ寺に、名も正空と改め、
現在地に堂Ᏹを移した。山号は龍⋤山。ᐶ文年間(1661～1672年)には、ᮏ㢪寺より一寺ఫ⫋のචチをᚓて、東院と
西院が1年交代ไで寺務を行うようになった。一寺ఫ⫋の寺は、国でも珍しい。

35 ኴ地堂 ● 9 ● ●

普門寺の向いにあり、昭和4（1929）年に建築された。大ᖌീ、ᘏ命地ⶶ、子⫱て地ⶶ、⪷ᚨኴ子ീが♭られており、⪷
ᚨኴ子の「ኴ」と地ⶶの「地」をとって堂の名としたとఏわる。ா保年間（1716～1736）造立の᙮りᆘീ、「ᮏᑛ千ᡭ観
世㡢」「八十一␒」とグ㍕のあるᘯ法大ᖌീなどがᏳ置されている。

36 川馬の大ᖌ堂 ● 9 ● ● ●
ᘯ法大ᖌീ、地ⶶ⸃ീが2体䛪つ♭られている。

37 ఏ大石Ⰻ㞝௬ᐯ地跡 ◎ 9 10 ● ●

ඖ⚘14（1701）年のลയ事௳後、城明渡しの残務整⌮をする5᭶7᪥から6᭶25᪥の間、大石内ⶶ助とその家᪘が௬ఫ
まいしたところとしてఏえられ「おせど」の俗称でぶしまれている。現在は、⎭⟸池や、内ⶶ助が♭ったとされる✄Ⲵ社、
赤穂城にあったとされる∵石・馬石が残されている。市指定ྐ跡。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

38 ノットᒾ ● 9 10 32 ● ● ●

ᐆᓮ神社の境内にある長さ約15ｍ、高さ約1.7ｍほどのపく平らな⁐結จ⅊ᒾ㉁の流⣠ᒾで、赤穂八幡ᐑの秋祭りでは
御旅所となり、神輿がこのᒾの上に╔座する。このᒾについては、ḟのようなఏᢎがఏわる。神ຌⓚྡྷが三㡑ᚁఆのᖐ
りに海が台風で大Ⲩれになり、難◚ᑍ前の時、近くにあったこのᒾに⯪を⧅䛞、Ἴの㟼まるのを㢪って⚃モをၐえたとこ
ろ、たちまちἼは㟼まり、⯪を進めることができたという。そのためこのᒾを「のりとのᒾ・ノット」というようになった。

39 ᘚ慶のとめᒾ ● 35 ● ●
県道坂㉺・御ᓮ・ຍ里屋線の山付近にある。かつて山頂からこの大石が転がりⴠち、一人の村人が下敷きになろうと
したその▐間、ち䜗うど通りがかったᘚ慶がこのᒾを支えṆめ、村人をᩆったという。（赤穂の昔話）

40 尾ᓮ・坂㉺山ㄽ石ሠ ● ● ●

ඖ⚘8（1595）年、尾ᓮ村の者が坂㉺ᾆの南ഃ、「山」と呼ばれる場所で松ᯞをสっているとのᒆけが坂㉺村に入った
ことを発➃として、坂㉺村は赤穂⸬へྫྷ㢪いをᥦฟ、ッゴとなった。このதいは114年間も続き、文化8（1809）年によう
やく和解が成立し、୧村の境⏺線が石ሠによって築かれた。江戸時代には、山林を所有する村がそこから⸄や肥料に
する木ᮦやⴠち葉をㄪ㐩できたため、このようなதいが㉳きた。

41 旧尾ᓮ村 ● 30 32 ●

ᐑ山の麓、赤穂八幡ᐑの周辺に形成された、ሷ田をな生業としたまち。かつての千種川が運んだ自然ሐ防上に築か
れ、海ഃはሷ田で༨められていた。

42
尾ᓮᑜᖖ高➼小学ᰯ
跡地

● 9 ●

明治40(1907)年、ᑜᖖ小学ᰯが高➼科をే合してᑜᖖ高➼小学ᰯに移行し、ಟ学年限が4年から6年にᘏ長された。小
学ᰯ名は、昭和16(1941)年に国民学ᰯと改称されるまで続き、学ᰯ地としては明治32(1899)年から昭和10(1935)年まで
存在した。

43 学ᰯ跡地 ● 9 ●

明治期の尾ᓮは、ᗂい頃から〇ሷ労ാにᦠわる者がほとんどで、多くの子は不就学で⤊わることを៧いた三造が、
明治34(1901)年に⚾財をᢞじて⚾立学ᰯを開ᰯ。尾ᓮᑜᖖ小学ᰯに部ᩍᤵのኪ間ᤵ業が行われるようになり、
明治35(1902)年10᭶㛢ᰯとなった。

44 中川家ఫᏯ ● 9 ●
明治ᮎ期の建築と推定される。入ẕ屋平入の屋根、建物と一体となった塀など屋敷ᆺఫᏯの外観をもち、隣接する赤
穂八幡ᐑと一体となり地区の景観を形成している。平成10(1998)年に赤穂市の市街地景観㔜せ建築物に指定。

45 ᱈園（᱈家ఫᏯ） ● 9 ●

⣲ᑒ家小川ఏḟ㑻が明治27(1894)年に画ᖌの北᮲文ಙにᗞ園設計を౫㢗し、旧山陽道有年宿駅のᰗ原家のᮏ㝕御
座所を᭩院として移築するなど、ู㑰として整えられて紅ⶑ園と称した。ᗞ園中腹には、大正10(1921)年、2階建のⲔᐊ
もቑ築したが、昭和22(1947)年᱈氏にㆡ渡され、᱈園と改称された。このᗞ園は、明治時代中期にసられた赤穂地
方のᩘᑡないᗞ園として㈗㔜なものである。

46 水尾跡 ● 9 10 27 30 ● ● ●
ሷ田に海水をᑟき入れる水路を「みお」と呼び、尾ᓮのまちを歩くとその名残を見ることができる。

47 旧赤穂大橋跡 ● 9 27 34 ● ●

明治25(1892)年に赤穂をくったᮍ᭯有の大水ᐖで橋が流ኻしたため、旧赤穂大橋が明治28（1895）年に完成した。
つの橋からなり、ほぼ中ኸより尾ᓮഃをᕑ津橋、赤穂ഃを赤穂橋と呼んでいた。その後は、千種川に旧赤穂大橋の橋
⬮が昭和35(1960)年頃まで建っていたが、はなく東⿂にその名残をとどめている。

48 海水ᾎ場 ● ●
御ᓮから尾ᓮにかけて3つの海水ᾎ場があり、₻ᖸ⊁りなども楽しめる。

49 オートキ䝱ンプ場 ● 13 ● 兵庫県立赤穂海බ園に隣接した施設で、西᪥ᮏ最大⣭をうたうオートキ䝱ンプ場。

50 たでのはな⨾⾡館 ● ● ●

江戸時代のḷ川ὴのᾋ世絵をはじめ、平ሯ運一、棟方ᚿຌ、➉ஂክなどとして昭和期に活㌍した∧画家のసရを
多ᩘ収ⶶ、展示している。平成17（2005）年にຍ里屋のお城通りに開館したが3年後に㛢館。その後、平成24（2012）年
から尾ᓮ地区で運Ⴀされている。

51 赤穂八幡ᐑ⊺子⯙ ◎ 9 10 33 ●

赤穂八幡ᐑ⊺子⯙は、ᐶ文ඖ(1661)年の赤穂城完成を⚃って始まったとされ、「神ᖾᘧ」の行列の㟢ᡶを務める。ᄳ子
がなく、ኴ㰘のᡴちฟしのみで㰯高にᑟかれた㞤㞝の⊺子が、境内及びお旅所までの道中を清めながらⲨ々しく⯙う。
平成5(1993)年に市指定、平成17(2005)年に兵庫県無形民俗文化財に指定された。

52
赤穂ᐆᑓ寺
ᜨẚᑑ大黒⯙

◎ 9 10 33 ●

江戸時代中頃からはじまり、ሷ田でാく人々の間にཷけ継がれてきたⱁ⬟で、毎年正᭶に家々をᘔってホ䜼䝂ト（⚃ゝ
など）を㏙べ⚃をཷけていた門付祭文のⱁをఏえたものである。⯙は、ᜨẚᑑおよび大黒の面をかぶり、ᜨẚᑑは大
きい㪉をかかえ、大黒は小䛵ちをᡭにして相対し、ᴟめて大ぶりな身ごなしで⯙う。昭和47(1972)年に兵庫県無形民俗
文化財に指定された。

53

赤穂八幡ᐑ神ᖾᘧの
頭人行列
（付）祭礼ḟ➨➼文᭩䚷75
点

◎ 9 10 33 ● ● ●

赤穂八幡ᐑの頭人行列のṔྐのヲ⣽は定かではないが、ᐶ文ඖ（1648）年にはすでに頭人のグ㘓が残されている。明
治34(1901)年の⾰・ㅖ道ලの㉎入グ事から、ᑡなくとも近代以㝆、現在に至るまでほぼ同様の行列が保たれていると
推測される。祭礼ḟ➨➼文᭩と合わせて、市指定文化財となっている。

54 赤穂㗟きှ ◎ 9 30 ●

㗟きとはሷ田స業の䜂とつで、海水の上᪼をಁすため∵≑・鉄㘵などでᅛくなった地┙を㗟きᅇることであり、その
㝿に⏨たちによってှわれていたస業ှが「㗟きှ」である。現在は保存が結成され、採㆕された㗟きှを民
ㅴ風にア䝺ン䝆して新ှとし、ᑻ八や三線➼もຍわって当時のものとは␗なっているが、ඖ᮶の㗟きḷもあわせて
ఏᢎされている。市指定。

55 尾ᓮのまちなみ ● 9 10 30 ● ● ●

尾ᓮは東ሷ田ᚑ事者のまちであり、千種川の自然ሐ防にあたる赤穂八幡ᐑ周辺に人々が集ఫし、周ᅖはሷ田として
開発された。自然ሐ防上のまちは当時の海岸線にἢって道ができていたと思われ、᭤線を描く道と⣽い路地が≉ᚩで
ある。≉にᖜ1㼙にも満たない路地が多くみられる。

56 三ᮏ松 ● 9 10 ●

地名。赤松氏のᮎ⿰である尾ᓮఀ㈡Ᏺᨻ㢧が、この地にᒃఫしたため一帯の地名が「尾ᓮ」になったとఏえる。ᨻ㢧の
Ṛ後、生前のឡ木であった松が3ᮏ植えられたのでこの地を「三ᮏ松」と呼んだ。

57 ᐑ山 ● 9 10 ● ●
地名。赤穂八幡ᐑの鎮座地。「みややま」がワまって「みやま」という。

58 猪ኑ谷 ● 35 ●
地名。⦖文・ᘺ生時代の石ჾ・土ჾのฟ土する地。谷間の平地でሷをసっている人を見た㐓話が残る。（赤穂の昔話）

59 向山 ● 35 ●
地名。集ⴠの向にある山。大⺬がฟてきた昔話が残る。（赤穂の昔話）

60 川馬 ● 36 ● ●
川➃と馬場町の頭文Ꮠをとったもの。

61 ☾㔩 ● 36 ● ●
☾ノ橋と㔩屋ᮏ町の頭文Ꮠをとったもの。

62 明神木 ● 36 ● ●
地名。応神ኳⓚが⟃⣸からᖐ㏵、⯪つな䛞したとఏえる。その後に小社をつくる。




